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	（１）業務名
	「公立大学法人奈良県立医科大学教務事務システム構築業務」
	（２）事業主体
	公立大学法人奈良県立医科大学
	（３）募集する業務内容
	仕様書のとおり
	（４）提案上限額
	74,995,000円（消費税及び地方消費税に相当する額を含む。）
	ただし、令和6年度に実施するシステム設置に要する金額であり、令和7年度以降に保守に要する金額は含んでいない。
	なお、この金額は予定価格を示すものではなく、提案の規模を示すものであるが、見積書の金額　　はこれを超えないこと。
	(５) 業務場所
	奈良県橿原市四条町840番地
	公立大学法人奈良県立医科大学
	(６) 業務の期間
	契約日から令和7年3月31日
	(７)保守管理業務
	令和7年度～12年度は選定業者と企画提案の見積金額に基づき協議のうえ、契約する。
	３　プロポーザルの性格
	本プロポーザルは、公募型方式により行う。
	本プロポーザルは与えられた条件下において、システムの操作性や機能性、参加者の企画力や具体的な事業実施に関する実力等を「提案」を通して公正な評価をし、委託業者を選定するものである。
	したがって、公立大学法人奈良県立医科大学教務事務システム構築業務の実施にあたっては、必ずしも委託業者の提案どおりの内容で実施するものではなく、具体的な作業の実施は大学との共同作業により進めるものである。
	４　参加資格要件
	参加者の資格要件は、次に掲げるすべての項目を満たすこと。参加資格要件は、参加資格申請書の提出日を基準日とする。ただし、審査結果の決定日までに要件を欠く事態が生じた場合には、失格となる。
	（１）公立大学法人奈良県立医科大学物品購入等の契約に係る停止取引等措置要領に基づく取引停止等の措置（奈良県の入札参加資格停止の措置を含む。）期間中でないこと。
	（２）奈良県における物品購入等に係る競争入札の参加資格者で、営業種目Ｑ「役務の提供」２「電算業務」に登録している者であること。
	（３）以下の項目（ア～オ）のいずれにも該当しない者であること。
	ア　役員等（法人にあっては非常勤を含む役員及び支配人並びに支店又は営業所の代表者、その他の団体にあっては法人の役員と同等の責任を有する者、個人にあってはその者及び支配人並びに支店又は営業所を代表する者をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴対法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認められる。
	イ　暴力団（暴対法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営　に実質的に関与していると認められる。
	ウ　役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用していると認められる。
	エ　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的若しくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、又は関与していると認められる。
	オ　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる。
	（４）過去5年以内に、学生数1,000人以上かつ医学部を有する国公私立大学に納入実績を有すること。
	５　説明会の開催
	本プロポーザルの実施にかかる説明会を以下のとおり、実施する。
	なお、本説明会の参加は任意であり、選考結果には関係しない。
	（１）申込方法
	説明会参加に係る申込書（様式1）をメールにより、令和6年4月23日（火）17時までに本要領１５に記載する提出先まで提出すること。
	（２）日時
	令和6年4月25日（木）10時00分 ～
	※ 9時30分から受付開始
	（３）場所
	公立大学法人奈良県立医科大学 大学本部棟3階 小会議室
	６　参加手続き等
	公募型プロポーザル方式に応募する者は、次に掲げる事項に留意のうえ、（１）提出書類にある①～⑨をすべて提出すること。なお、提出された書類は一切返却しない。
	（１）提出書類
	① 参加資格申請書（様式2）
	② 業務実績証明書（様式3）
	③ 誓約書（様式4）
	④ 要件確認書（様式5）
	⑤ 提案書（様式6）
	⑥ 本要領４（２）及び（４）を確認できる各書面の写し
	⑦ 事業書の概要（様式任意）
	⑧ 導入費用見積書（消費税及び地方消費税に相当する額を含む。）A4サイズ、縦
	⑨ 保守費用見積書（消費税及び地方消費税に相当する額を含む。）A4サイズ、縦
	（２）提出方法等
	上記（１）提出書類にある①～⑨について、すべて持参により、本要領１５に記載する提出先まで提出し、別途、電子データとしてメールでも提出すること。
	なお、提出書類の⑤,⑧,⑨については、書面で正本１部、副本20部提出すること。企画提案者名については、正本のみ記載することとし、副本には記載しないこと。
	（３）提出期限
	令和6年5月22日（水）17時
	（４）参加資格の確認
	参加資格の確認は、参加資格申請書の提出期限時点で行い、その結果は通知書により、令和6年5月27日（月）までに参加資格申請者に通知する。
	６　要件確認書（様式5）の記載内容及び留意事項
	要件確認書（様式5）に各機能の対応状況を記載すること。
	対応状況を「C」と記入した機能については、どのように対応するのかを詳細に記載すること。その他アピールポイントや注意点等がある場合は必要に応じて記載すること。
	７　提案書（様式6）の記載内容及び留意事項
	提案書（様式6）は、A4版とし、以下の記入事項について具体的な考え方をわかりやすく記載し、提案すること。
	（１）会社の概要（様式任意）
	プライバシーマークの取得状況などを含めて記載すること。
	（２）納入実績
	過去5年以内に、学生数1,000人以上かつ医学部を有する国公私立大学に納入実績について、契約年月日、契約期間、契約相手方等を記載すること。
	なお、契約書（写）も添付すること。
	（３）実施体制
	ア　プロジェクト体制
	本システムのプロジェクトの実施体制図をわかりやすく図で表記すること。
	また、システム導入を担当する人員のこれまでの実績と本業務における役割分担などを記載すること。
	イ　実施スケジュール（様式任意）
	令和7年4月から本格稼働するためのスケジュールについて、業務改善・開発・製造・テストなどの工程ごとに必要となる期間と本学と貴社の作業分担を明示して提案すること。
	ただし、令和7年3月１日までにはすべての機能が本稼働できるスケジュールとする。
	ウ　データ移行について（様式任意）
	既存システムからのデータ移行方法や作業工程、スケジュールについても提案すること。
	（４）提案概要
	ア　システムの基本的な考え方及びコンセプト
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